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政令指定都市の第２ステージに向けて政令指定都市の第２ステージに向けて

Ｈ１７の大合併からつづくまちづくりの方向性

世界

大地 地域

共に育つ

（新・新潟市合併マニフェストより抜粋）

３つの方向性のもと，大合併，政令市移行後のまちづくりを進め
政令指定都市としての土台を築く

第１ステージ
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時代の潮流 「人口減少，少子・超高齢社会」

Ｈ２２
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３０年後

65歳以上

約６．２万 増加
18.7万人

24.9万人

約１４．４万 減少

政令指定都市の第２ステージに向けて政令指定都市の第２ステージに向けて

（万人）

（国勢調査， 国立社会保障・人口問題研究所）◆新潟市の人口

⇒高齢化
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（※H22の総人口には年齢不詳を
含むため合計一致しない）

15～64歳

約１６．０万 減少

0～14歳

約４．０万 減少

51.6万人

10.3万人

24.9万人

35.6万人

6.3万人

こうした現状を踏まえ，新たなまちづくりの理念のもとで描く

３つの都市像

⇒生産年齢人口減少

⇒少子化



政令指定都市の第２ステージに向けて政令指定都市の第２ステージに向けて

次期総合計画で目指す都市像

地域

都市像都市像ⅠⅠ
「市民と地域が学び高め合う，安心協働都市」「市民と地域が学び高め合う，安心協働都市」

都市像都市像ⅡⅡ
「田園と都市が織りなす 環境健康都市」「田園と都市が織りなす 環境健康都市」

地域・きずなを強力支援

～地域力・地域の絆を育成支援し，市民や地域が主役となる都市～

都市像都市像ⅢⅢ
「日本海拠点の活力を世界とつなぐ，創造交流都市」「日本海拠点の活力を世界とつなぐ，創造交流都市」

世界

大地

「田園と都市が織りなす，環境健康都市」「田園と都市が織りなす，環境健康都市」

田園資源の徹底活用

平和・交流の率先創造

～田園・大地の持つ力・資源を
最大限に引き出し，有効活用する都市～

～環日本海に位置する開港都市として，アジア・ユーラシアの
平和への貢献と，国際交流を創造・実践する都市～



新潟市のもつ「大地」のポテンシャル新潟市のもつ「大地」のポテンシャル

耕地面積（田） 28,600ha 市町村別 全国1位（H24）

農業産出額 655億円 市町村別 全国3位（H18）

米産出額 371億円 市町村別 全国１位（Ｈ18）

新潟市は全国トップクラスの大農業都市

認定農業者数 ３,２０４人 市町村別 全国１位（Ｈ２４）

食料自給率 63％ 政令市中1位（H17）

■主な農業生産物 （※いずれも出荷量新潟県内１位）

水稲，だいこん，かぶ，ねぎ，すいか，枝豆，レタス，梨，もも，ぶどう，チューリップ



新潟市のもつ「大地」のポテンシャル新潟市のもつ「大地」のポテンシャル
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新潟市の農業力は都道府県とも比肩

Ｈ25産の輸出米生産量は369tで全国３位に相当（全国1位新潟県1,005t 第2位秋田県648ｔ）
Ｈ25年農林水産省新規需要米取組計画認定状況を基に新潟市調べ

Ｈ25産の輸出米生産量は369tで全国３位に相当（全国1位新潟県1,005t 第2位秋田県648ｔ）
Ｈ25年農林水産省新規需要米取組計画認定状況を基に新潟市調べ
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★ 国家戦略特区（大規模農業の改革拠点）に指定



教育

福祉 子育て農業

◆田園・大地の持つ可能性を最大限活かす１２次産業化

田園資源の徹底活用田園資源の徹底活用

６次産業化の枠組みを超えて

医療

子育て

観光

環境

農業

食品加工・
販売

６次産業

農業の付加価値向上と新たな農業関連産業の創出で本市を活性化

12次産業化とは

6次産業化に「教育」
「子育て」「福祉」「医
療」「環境」「観光」の
6要素を加え，農業の
新しい価値を創造す
る取り組み



アグリパークアグリパーク 6月オープン

田園資源の徹底活用田園資源の徹底活用

１２次産業化 「教育」

◆ 「教育ファーム」

⇒小学生への実施から，将来的には順次，親も巻き込む運動に

いくとぴあ食花いくとぴあ食花

小学校・中学校をはじめとした
４６のプログラム

アグリ・スタディ・プログラムアグリ・スタディ・プログラム

6月オープン



田園資源の徹底活用田園資源の徹底活用

１２次産業化 「子育て」

◆ 「大地・農業を子育てに活用」

⇒食育，親子ものづくり
泥んこ遊び，菌ちゃん野菜づくり



田園資源の徹底活用田園資源の徹底活用

１２次産業化 「福祉」

◆ 「農業を活用した，多様な方の社会参画」

⇒障がい者，引きこもりの方，高齢者
欧州ケアファームのイメージ

ＪＡ新潟市による特別支援学校の

農業と福祉の輪を
大きくする取組みの実現

・ＪＡ新潟市による特別支援学校の
生徒と農業の出会い
・引きこもりの方が農業や食品加工
を通じて社会復帰 など



田園資源の徹底活用田園資源の徹底活用

１２次産業化 「医療」

◆ 「医・食・農同源の実現」

⇒病院で地元の食材を使った健康食の提供
食養生，園芸療法，動物療法 など

健康寿命の延伸につなげる



◆「田園資源徹底活用型の再生可能エネルギー」

・間伐材を活用したペレットストーブ
・化石燃料脱却に向け，籾殻ペレット本格導入
・排水ポンブの運転に再生エネルギーを活用

田園資源の徹底活用田園資源の徹底活用

１２次産業化 「環境」



◆「田園資源を活かす観光」

・観光地づくりから関係地づくりへ
・日常観光，田園資源観光
・グリーンツーリズム

田園資源の徹底活用田園資源の徹底活用

１２次産業化 「観光」



政令指定都市の成熟に向けて政令指定都市の成熟に向けて

～～ 田園資源を活用したまちづくり田園資源を活用したまちづくり ～～


